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本研究は面接場面において性格特性および「あがり」原因帰属が「あがり」経験に与える影響を
検討することを目的とし，共分散構造分析を行った。その結果，性格特性と「あがり」原因帰属の
関係については，情緒安定性が失敗不安，他者への意識，性格の弱さに，外向性が性格の弱さに影
響を及ぼしていることが明らかになった。また「あがり」原因帰属と「あがり」経験の関係につい
ては失敗不安が自己不全感に，他者への意識が身体的不全感，震え，責任感，生理的反応，他者へ
の意識に，性格の弱さが自己不全感，身体的不全感，生理的反応に影響を及ぼすことが明らかに
なった。性格特性と「あがり」原因帰属が「あがり」経験に影響を及ぼす可能性が示唆されたこと
により，個人の特性に合わせて対策を行うことで特定の「あがり」経験を軽減することができると
推測される。

問題
心身が緊張をした状態を表す言葉として「あがり」が

ある。「あがり」は人前でスピーチや演奏をする際など
様々な場面において経験される。「あがり」によって本
来の力を発揮することができず，期待した結果を得られ
ない可能性があるため「あがり」を軽減することが望ま
れる。

これまで先行研究では「あがり」のメカニズムが多く
検討されてきた。プレッシャー下でのパフォーマンス抑
制に関する仮説として代表的なものに処理資源不足仮説

（Wine, 1971; Eysenk, 1979）と意識的処理仮説（Beilock 
& Carr, 2001; Masters, 1992）がある。処理資源不足仮
説とはプレッシャーにより不安などのパフォーマンスと
は無関係の事象に注意資源が割かれることで必要な注意
資源が不足しパフォーマンスが低下するという仮説であ
る。一方意識的処理仮説とはプレッシャーにより自身へ
の注意を誘発されることで自動化された手続きの脱自動
化が起こり，パフォーマンスが低下するという仮説であ
る。また山中・吉田（2014）は目標を達成できていない
と認知することによって，感情体験の強度が上昇しさら

なるパフォーマンスの悪化が生じることを明らかにして
いる。このように様々なメカニズムが検討されているが，
すべての人が同一のメカニズムによって「あがり」が生
じるとは限らない。木村他（2012）は「あがり」の機序
における個人差をもたらす要因として性格特性を取り上
げ，性格特性の「外向性」「情緒安定性」が「あがり」
原因帰属の「失敗不安」「他者への意識」「性格の弱さ」
に影響を及ぼすことを示している。「あがり」のメカニ
ズムを明らかにする中で個人差をもたらす要因を検討す
ることは，個人の特性に合わせて効果的な対策法を選択
することが可能になるという点で重要であると考えられ
る。

しかし木村他（2012）は個人による「あがり」原因帰
属の違いは明らかになっているものの，実際にどのよう
に「あがったか」については検討されていない。「あが
り」の原因帰属に個人差があるように，「あがり」の内
容についても個人差があると考えられる。個人の特性に
合わせて「あがり」を対策するのであれば実際にその人
がどのような「あがり」経験をしたのかという「あがり」
の内容についても検討が必要であると考えられる。その
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ため本研究では木村他（2012）が検討した性格特性と「あ
がり」原因帰属に加え，「あがり経験」に着目をする。「あ
がり」経験に焦点を当てることで，結果である「あがり」
経験から原因を逆算して対策をとることができると考え
られる。有光・今田（1999）は「あがり」経験は自己不
全感，身体的不全感，震え，生理的反応，責任感，他者
への意識の６つの特徴因子によって構成されていること
を明らかにしている。また有光・今田（1998）は“あが
り”経験の責任感は成功感に，自己不全感と他者への意
識が失敗感に繋がることを示している。このことから成
功感を得るためには「あがり」全体を軽減するのではな
く，特に失敗感に影響を与える「自己不全感」や「他者
への意識」に重点的にアプローチをすることが重要であ
ると考えられる。

個人の性格特性と「あがり」原因帰属は「あがり」経
験に影響を及ぼすと考えられる。演奏者において，「あ
がりやすい」性格特性が「認知機能・感情状態の変化」
という“あがり”経験に影響を与えることが明らかに
なっていることから（平山，2017），性格特性は「あが
り」経験に関わりがあると考えられる。また教育実習場
面で「失敗・責任不安」「生徒意識」などの原因帰属が
あがりやすさに影響を及ぼすことや（城・吉井，2014），
緊張場面で「他者の意識・照れ」「結果の意識」「自信の
欠如」などの原因帰属に関わる要因があがり状態に影響
を及ぼすことが示されていることから（山田他，2018），
原因帰属は「あがり」経験に関わりがあると推測される。
これらのことから性格特性と原因帰属は「あがり」経験
に影響を及ぼす要素であると考えられる。

また本研究では「あがり」が生じる場面として面接場
面に着目する。木村他（2008）ではスポーツ場面におけ
る「あがり」に着目をしていた。令和４年において20歳
以上で週１回以上スポーツを実施している割合は52.0%
であり（文部科学省，2023），スポーツ場面において大
会への参加などによって「あがり」を経験する人の割合
は更に限定されると推測される。一方令和６年の20歳以
上の就業率は81.5%であり（総務省統計局，2024），多く
の労働者は就業の過程で採用面接を経ていると推測され
る。面接場面に着目をすることでより多くの人が本研究
で得られた知見を活用することができると考えられる。

以上を踏まえて，本研究は面接場面において性格特性
および「あがり」原因帰属が「あがり」経験に与える影
響を検討することを目的とする。

方法
モデルの構築

本研究では構造方程式モデリングの考え方を用いて性
格特性及び「あがり」原因帰属と「あがり」経験の関係
を表すモデルの構築を試みた。
 （１）「あがり」の原因及び性格特性の因子構造

木村（2008）は「あがり」の原因帰属と性格特性につ
いて共分散構造分析を行っており，情緒安定性が失敗不
安，他者への意識，性格の弱さに，外向性が性格の弱さ
に影響を及ぼすことを明らかにしている。各因子の具
体的な項目をTable 1に示す。「あがり」原因帰属におけ
る「失敗するのではないかと不安に思ったから」などを
示す失敗不安，「人の視線を意識したから」などを示す
他者への意識，「自分があがり症だから」などを示す性
格の弱さはスポーツ場面に限らず，面接場面においても
同様に原因として帰属されると考えられる。また木村他

（2012）において性格特性を測定するために用いられた
村上・村上（1997）の主要５因子性格検査は，個人の性
格特性を包括的に測定することができるため，スポーツ
経験者と面接経験者という参加者の違いがあったとして
も用いることができると判断した。
 （２）「あがり」経験の因子構造

有光・今田（1999）は“あがり”経験は自己不全感，
身体的不全感，震え，生理的反応，責任感，他者への意
識の６つの特徴因子で構成されていることを明らかにし
ている。各因子の具体的な項目をTable 2に示す。これ
らの因子は面接場面においても該当するものであると考
えられるため，本研究では６因子を「あがり」経験とし
て用いることが適切であると判断した。

以上の知見をもとに性格特性及び「あがり」原因帰属
と「あがり」経験の関係についての仮説をパス・ダイア
グラムに表したものがFigure 1である。Figure 1の最も
右側に「あがり」経験因子を配置した。木村（2008）よ
り性格特性が「あがり」原因帰属に影響を及ぼすことは
明らかになっている。また個人の特性やその場の状況
が「あがり」経験に影響を及ぼすと考えられるため「あ
がり」原因帰属は「あがり」経験より時間的に先である
と判断した。以上から性格特性が「あがり」原因帰属に，

「あがり」原因帰属が「あがり」経験に影響を及ぼすと
して仮説を立てた。
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調査時期　2024年11月上旬に調査を行った。
参加者　本研究にはオンライン調査会社に登録するモニ
タが参加した。参加者の中から注意チェック項目をパス
した114名（男性52名，女性60名，回答しない２名，平
均年齢＝43.06，（SD＝14.10））を分析対象とした。
測定内容　
 （１）性格特性に関する質問項目

村上・村上（1997）の主要５因子性格検査から「あがり」
原因帰属に関連があった「情緒安定性」「外向性」の合

Table 1　「あがり」の原因及び性格特性の質問項目 Table 2　「あがり」経験の質問項目
外向性

話し好きである
地味で目立たないほうだ＊

にぎやかな性格である
人前で話すのは苦手だ＊

積極的に人と付き合うほうだ
人前を気にするほうだ＊

引っ込み思案である＊

おとなしい性格である＊

あまり自分の意見を主張することはない＊

すぐに友達を作ることができる
活発に活動する方だ
元気が良いと人に言われる
学校ではクラスの人たちの前で話すのがひどく苦手だった＊

無口な方だ＊

初対面の人と話をするのは骨が折れる＊

情緒安定性
どうでもいいことを気に病む傾向がある
疲れやすい
自分で悩む必要のないことまで心配してしまう
心配性である
神経質である
気持ちが動揺しやすい
あれこれ悩んだり，思いわずらったりしやすい
物事を難しく考えがちである
何かと気がかりなことが多い
いまひとつ自信がない
いつも気がかりなことがあって，落ち着かない
自信に満ち溢れている＊

まごまごしやすい
くよくよ考え込みやすい
こまごまとしたことまで気になってしまう
緊張してイライラしやすい

失敗不安
失敗するのではないかと不安に思ったから
失敗することを考えたから
失敗するのが怖いと思ったから
結果が悪かったらどうしようと思ったから
不安感があったから

他者への意識
他人に笑われると思ったから
知らない人（初対面の人）の前だったから
人前で失敗したら恥ずかしいと思ったから
人が見ていたから
人の視線を意識したから

性格の弱さ
自分があがり症だから
自分が恥ずかしがり屋だから
自分の性格が弱いから
精神面の弱さがあったから
度胸がなかったから

自己不全感
そのときすることを自分の思ったとおりにできなかった
失敗したと思った
覚えていたことが思い出せなかった
思考が混乱し,考えがまとまらなかった
自信がなかった
あせりを感じた
不安を感じた
頭の中が真っ白になった
そのときすることの準備や練習が不足していた
落ち着かなかった
疲れた

身体的不全感
早口になった
眠れなかった
自分の動きが早くなった
自分の体でない感じがした
目上の人前であることを意識した
目が動かせない
同じことを繰り返してしまった
胃がむかむかした
そのときのことが後になってあまり思い出せなかった

震え
手足が震えた
体が震えた
口が震えた
声が震えた
心拍や心臓音が聞こえた

責任感
責任を感じた
失敗の許されない場面であった
プレッシャーを感じた
トイレに行きたかった
手を握りしめた

生理的反応
汗をかいた
冷や汗をかいた
体が熱い感じがした
顔が赤くなった
のどが渇いた

他者への意識
他人に評価されていることを意識した
恥ずかしさを感じた
人の顔が見られなかった

Figure 1　�性格特性及び「あがり」原因帰属と「あがり」
経験の仮説モデル
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計24項目を用いた（木村他，2008）。
 （２）「あがり」原因に関する質問項目
「あがり」の原因（有光，2001）及び「あがり」の原

因に関する質問項目（金本・横澤，2003）より，木村他
（2008）で「情緒安定性」と「外向性」に関連があった「失
敗不安」「他者への意識」「性格の弱さ」の合計15項目を
用いた。
 （３）「あがり」経験に関する質問項目
“あがり”経験の特徴質問紙（有光・今田，1999）より，

本研究に関連すると考えられる38項目を用いた。
手続き　実験参加者に１年以内で最もあがった面接場面
を想起させ，あがった状況（入学試験や就職活動など），

「あがり」原因に関する質問項目，「あがり」経験に関す
る質問項目，性格特性に関する質問項目に回答を求めた。

結果
性格特性および「あがり」原因帰属が「あがり」経験

に与える影響を検討するために，各測定内容の平均値を
顕在変数として共分散構造分析を行った。その結果適合
度指標はGFI＝.96，AGFI＝.82，CFI＝.99，PCFI＝.25，
RMSEA＝.09であった。有意でないパス（p > .05）を削
除し，再度分析を行ったモデル２をFigure 2に示す。そ
の結果，適合度指標はGFI＝.94，AGFI＝.83，CFI＝.98，
PCFI＝.39，RMESEA＝.08であった。GFIとCFIが基準
である0.9以上であること，有意でないパスを削除した
ことにより倹約的指標であるPCFIとRMSEAは値が改
善し，特にRMSEAにおいては0.1未満であることから，
本研究におけるモデル２は，収集したデータを説明する
モデルとして許容範囲内にあると考えられた。

考察
本研究は面接場面において性格特性および「あがり」

原因帰属が「あがり」経験に与える影響を検討した。
まず性格特性と「あがり」原因帰属の関係について

は，情緒安定性が失敗不安，他者への意識，性格の弱さ
に，外向性が性格の弱さに影響を及ぼしていることが明
らかになった。この結果は木村他（2008）と一致してお
り，スポーツ場面と面接場面に共通して性格特性が「あ
がり」原因帰属に影響を及ぼすことが示された。有光・
今田（2001）はスポーツと面接試験を「個人の当落」と
いう枠組みで同一のクラスターに分類している点から，
スポーツ場面と面接場面の「あがり」は類似していると
考えられる。
「あがり」原因帰属と「あがり」経験の関係について

は失敗不安が自己不全感に，他者への意識が身体的不全
感，震え，責任感，生理的反応，他者への意識に，性格
の弱さが自己不全感，身体的不全感，生理的反応に影響
を及ぼすことが明らかになった。失敗不安に関しては自
らの遂行状態に対して不全感を抱くことで認知的混乱が
生じるため（山中，2014），失敗の恐れがあることを認
識したことにより「あせりを感じた」「頭の仲が真っ白
になった」などの自己不全感が喚起されたと推測され
る。また他者への意識については，有光（1999）は公的
自己意識が高いほど，つまり他者からの評価を気にしや
すい人ほど「あがり」やすいことを示しており，他者に
意識が向くことにより「あがり」度合いが上昇し，様々
な「あがり」経験が喚起されたと推測される。性格の弱
さについては自己充足的予言が関連すると考えられる。
中島ら（1999）によると自己充足的予言とは「このよう
になるのではないかといった予期が，無意識のうちに予
期に適合した行動に人を向かわせ，結果として予言され

Figure 2　「あがり」経験への影響の共分散構造分析結果

情緒安定性

外向性

他者への意識

失敗不安

性格の弱さ

震え

責任感

生理的反応

他者への意識

身体的不全感

自己不全感

.70***

.58***

.57***

-.23***

.49

.34

.51
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.53***

.33***

.28**

.55***

.38***

.34***

.23**

.23***

.48

.43

.28

.37

.37

.30

** p < .01，*** p < .001
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た状況を現実につくってしまうプロセス」である。つま
り「自分はあがり症である」という自覚を持った人はそ
れに適合するように「あがり」を経験し，「性格が弱い」
などの自覚から不全感が，「度胸がない」などの自覚か
ら責任の重さが喚起されたと推測される。

本研究の結果から性格特性と「あがり」原因帰属が
「あがり」経験に影響を及ぼす可能性が示唆された。こ
れにより個人の特性に合わせて対策を行うことで特定
の「あがり」経験を軽減することができると推測される。
例えば震えを軽減したい情緒安定性が高い人の場合は，
他者への意識を低くすることにより，震えを抑えること
ができると考えられる。

課題と展望
本研究の課題に仮説モデルとして示した時間的順序の

妥当性が挙げられる。仮説モデルでは性格特性，原因帰
属，「あがり」経験の順に時間が経過するとしたが，こ
れらの順序は定かではない。特に原因帰属と「あがり」
経験については，参加者にあがった状況を想起してもら
い回答を求めたため，あがった状況での原因帰属と回答
時の原因帰属は異なる可能性が考えられる。そのため
原因帰属は「あがり」経験よりも時間的に後になり得
る。性格特性，「あがり経験」，原因帰属の順で時間が経
過することを想定して共分散構造分析を行った結果，適
合度指標はGFI＝.89，AGFI＝.59，CFI＝.92，PCFI＝.30，
RMESEA＝.21となった。そのため本研究で採択したモ
デルのほうがより当てはまりが良いが，原因帰属と「あ
がり」経験の時間的順序については不明な点が残るため，
今後も検討が必要である。

また本研究の結果から，原因帰属に介入することで
「あがり」経験が変化する可能性が示唆されたが，具体
的にどのように原因帰属に介入するかは検討されていな
い。そのため今後は本研究で「あがり」経験に影響を及
ぼすと明らかになった失敗不安，他者への意識，性格の
弱さ以外に原因を帰属する方法を探索する必要があると
考えられる。
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